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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 ２、第 ４土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第１、第３、第 ５土曜日‥‥１０〜１８時

１
・
会
員
総
数
の
推
移（
図
１
）

会
員
総
数
は
、
平
成
１３
年
度
の
５
９

９
５
名
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

毎
年
１
０
０
名
前
後
の
減
少
が
続
き
、

平
成
２３
年
度
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

平
成
２５
年
度
は
５
０
５
６
名
と
な
っ
て

い
る
。

平
均
年
齢
は
、
こ
の
１４
年
間
で
１０
歳

上
昇
し
た
。
会
員
減
少
の
歯
止
め
と
並

行
し
て
平
均
年
齢
も
お
よ
そ
上
昇
が
な

か
っ
た
が
、
昨
年
度
は
２
歳
上
昇
し
た
。

平
均
年
齢
は
そ
の
ま
ま
だ
と
１
年
で

１
歳
上
が
る
。
つ
ま
り
計
算
上
で
は
会

員
５
０
０
０
名
だ
と
総
計
５
０
０
０
歳

上
が
る
。
つ
ま
り
、
平
均
年
齢
よ
り
５０

歳
下
の
１９
歳
が
１
０
０
名
入
会
す
れ
ば

上
が
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

２
・
年
齢
別
会
員
数
の
推
移（
図
２
）

年
齢
別
総
数
は
、
平
成
１５
年
度
で
は
、

６０
歳
台
が
２
３
３
９
名
と
一
番
多
く
、

平
均
年
齢
は
６２
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

１０
年
後
の
平
成
２５
年
度
に
は
、
７０
歳
台

が
１
９
１
７
名
と
最
も
多
く
な
り
、
平

均
年
齢
は
６９
歳
と
な
っ
て
い
る
。
ピ
ー

ク
の
山
が
、
右
に
平
行
移
動
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
そ
の
人
数
で
あ
る
。
６０

歳
台
の
会
員
が
１０
年
経
ち
７０
歳
台
に
な

っ
た
と
き
４
２
２
名
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
７０
歳
台
が
８０
歳
台
に
な
っ
た
と
き

３
４
３
名
減
少
し
て
い
る
。
３０
歳
台
か

ら
５０
歳
台
ま
で
が
ほ
ぼ
平
行
に
推
移
し

て
い
る
の
に
比
べ
、
大
き
な
落
ち
込
み

で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

図
３
で
平
成
７
年
度
と
平
成
２５
年
度

の
年
齢
別
構
成
を
比
較
し
て
み
た
。
７

年
度
で
は
、
４０
歳
台
か
ら
６０
歳
台
が
会

員
の
８２
・
０
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

１８
年
後
の
２５
年
度
で
は
６０
歳
台
か
ら
８０

歳
台
が
７７
・
７
％
を
占
め
る
に
至
っ
て

い
る
。
会
員
の
大
半
は
昭
和
元
年
か
ら

昭
和
３０
年
に
生
ま
れ
た
世
代
で
あ
る
。

世
代
交
代
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
１８

年
が
経
過
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
１０
年
間
に
、
お
そ

ら
く
６０
歳
台
や
７０
歳
台
の
大
幅
な
減
少

が
予
知
さ
れ
る
。
図
２
を
例
に
と
る
と
、

６０
歳
台
か
ら
７０
歳
台
で
１８
％
、
７０
歳
台

か
ら
８０
歳
台
で
３２
％
、
８０
歳
台
か
ら
９０

歳
台
で
６２
％
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
数

字
を
２５
年
度
の
６０
歳
台
以
上
の
会
員
に

あ
て
は
め
る
と
、
合
計
で
１
４
１
４
名

の
減
少
と
な
る
。
平
成
１５
年
度
か
ら
２５

年
度
ま
で
が
９
２
０
名
の
減
少
だ
っ
た

の
に
比
べ
、
プ
ラ
ス
５
０
０
名
近
く
の

減
少
と
な
る
。

現
状
の
会
員
数
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
現
在
の
入
会
者
に
さ
ら
に
１０
年
間

で
５
０
０
名
以
上
入
会
者
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。

３
・
会
員
の
種
別
の
推
移（
図
４
）

次
に
会
員
の
種
別
で
見
て
み
よ
う
。

総
会
で
話
題
に
な
っ
た
永
年
会
員
の
増

加
に
つ
い
て
、
通
常
会
員
の
減
少
と
比
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高
齢
化
が
進
む
日
本
山
岳
会

当
会
の
高
齢
化
は
会
員
減
と
い
う
深
刻
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
当
会
の
場

合
、
会
員
減
は
収
入
減
で
も
あ
る
。
平
成
26
年
度
通
常
総
会
で
も
話
題
に
出

た
が
、
会
員
数
の
動
向
に
つ
い
て
、
平
成
12
年
度
よ
り
平
成
25
年
度
を
中
心

に
報
告
す
る
。

総
務
担
当
常
務
理
事　

高
原
三
平（
作
図
・
永
田
弘
太
郎
）
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図 1　会員総数と平均年齢の推移
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図 2　年齢別に見た 10 年間の会員数推移
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図 3　年齢別会員数の割合の変化 （　）内は会員数
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会員動向（平成12年度〜25年度）一覧表

年度
平成12 平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

会 員 数 5990 5995 5970 5828 5735 5635 5543 5470 5317 5184 5109 5056 5083 5056
平均年齢 59 60 61 62 62 63 64 66 65 67 67 67 67 69

会
員
種
別

名誉会員 38 35 17 29 28 26 26 26 22 18 17 18 17 14
永年会員 73 81 85 100 106 111 138 166 189 240 257 284 299 326
終身会員 38 143 157 154 161 165 162 153 140 130 122 113 106 91
通常会員 5490 5484 5460 5289 5191 5095 4984 4887 4736 4560 4483 4409 4420 4361
青年会員 19 12 13 8 7 10 8 8 17 18 28 44
夫婦会員 150 151 156 146 143 140 139 140 139 137 133 135 134 138
団体会員 101 101 102 98 93 90 87 88 83 82 80 79 79 82

会
員
増

新入会員数
（復活会員）

188
（12）

187
（9）

187
（5）

188
（4）

133
（8）

146
（4）

141
（3）

107
（5） 90（3） 99（2） 156

（0）
174
（2）

236
（4）

218
（3）

平均年齢 54 54 54 56 55 58 57 57 57 58 53 52 55 55

会
員
減

物故者 52 42 53 67 45 50 48 49 55 57 52 51 61 58
退会者 76 102 117 138 139 131 139 137 146 132 144 141 127 143
除籍者 45 50 66 63 50 70 54 44 50 36 41 41 61 52
（合計） 173 194 236 268 234 251 241 230 251 225 237 233 249 253
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較
し
て
取
り
上
げ
た
。
永
年
会
員
と
は

会
に
在
籍
し
て
５０
年
経
過
し
た
会
員
で
、

会
費
が
免
除
と
な
る
会
員
の
こ
と
で
あ

る
。永

年
会
員
は
、
平
成
１２
年
度
７３
名
で

あ
っ
た
が
、
平
成
２５
年
度
で
は
３
２
６

名
と
、
４
・
５
倍
に
な
っ
て
い
る
。
通

常
会
員
は
５
４
９
０
名
か
ら
４
３
６
１

名
と
、１
１
２
９
名
減
少
し
て
い
る
。永

年
会
員
の
対
象
者
は
今
後
も
増
え
る
予

定
で
あ
る
。
会
費
収
入
（
大
部
分
が
通

常
会
員
に
よ
る
）
を
主
財
源
と
す
る
本

会
は
、
現
状
の
ま
ま
だ
と
、
収
支
の
悪

化
が
容
易
に
予
測
で
き
る
。

４
・
会
員
数
増
減
の
推
移（
図
５
）

新
入
会
員
数
は
、
平
成
１２
年
度
か
ら

平
成
１５
年
度
ま
で
は
、
毎
年
１
９
０
名

前
後
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
平
成
２０

年
度
の
９０
名
ま
で
減
少
を
続
け
た
。
し

か
し
、平
成
２１
年
度
以
降
は
増
加
し
、平

成
２４
年
度
、
２５
年
度
は
２
０
０
名
を
超

え
て
い
る
。
新
入
会
員
は
増
え
た
も
の

の
、
結
果
と
し
て
増
減
合
計
数
で
見
る

と
、
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ス

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

会
員
減
を
見
る
と
物
故
者
お
よ
び
除

籍
者
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
毎
年

２
５
０
名
近
い
会
員
減
が
あ
る
。
こ
こ

１０
年
間
の
合
計
は
約
２
４
０
０
名
だ
っ

永年会員数

永年会員数

人
人

通常会員数

通常会員数

図 4　永年会員数と通常会員数の推移
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図 5　会員数増減の推移
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た
。
図
２
、
図
３
で
示
し
た
よ
う
に
、

今
後
さ
ら
に
減
少
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
過
去
の
１０
年
は
同
世
代
の
入
れ

替
え
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
世

代
交
代
が
で
き
る
層
の
入
会
が
望
ま
れ

る
。
期
待
で
き
る
デ
ー
タ
と
し
て
、
こ

こ
数
年
で
、
４０
歳
台
は
３８
名
、
３０
歳
台

は
７３
名
、
２０
歳
台
は
４９
名
の
増
加
が
あ

っ
た
こ
と
を
加
え
た
い（
図
２
）。

５
・
今
後
の
予
測

今
後
の
予
測
を
、
財
務
的
に
検
討
し

て
み
る
。

確
実
な
の
は
永
年
会
員
の
増
加
、
す

な
わ
ち
会
費
免
除
会
員
の
増
加
で
あ
る
。

今
後
の
永
年
会
員
の
予
定
者
数
は
平
成

２６
年
度
か
ら
平
成
３８
年
度
ま
で
の
１２
年

間
で
５
８
６
名
の
増
加
と
な
る
（
毎
年

平
均
で
約
４９
名
）。
会
費
免
除
会
員
数

は
現
在
の
４
０
５
名
よ
り
平
成
３８
年
度

に
は
９
２
４
名
と
な
る
。
こ
れ
は
会
費

免
除
会
員
の
全
会
員
数
に
占
め
る
比
率

を
、
８
％
か
ら
１８
％
に
押
し
上
げ
る
こ

と
と
な
る
（
会
員
数
は
平
成
２５
年
現
在

で
、
死
亡
等
に
よ
る
減
少
は
考
慮
し
て

い
な
い
）。

今
後
の
収
支
健
全
化
の
た
め
に
は
、

よ
り
一
層
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
戦
略

が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

〈
集
計
に
つ
い
て
〉

・
集
計
は
年
度
末
の
人
数
と
す
る
が
、

平
均
年
齢
お
よ
び
年
代
別
集
計
は
年

度
内
の
不
特
定
時
点
と
し
た
。

・
会
員
種
別
の
計
が
総
計
と
異
な
る
の

は
、
永
年
、
終
身
、
名
誉
会
員
の
重

複
に
よ
る
。
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ら
も
よ
く
望
見
で
き
る
。

力
量
の
揃
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
選
ん
で

韓
国
ス
タ
ッ
フ
が
パ
ー
テ
ィ
分
け
を
し
、

6
つ
に
分
か
れ
て
6
つ
の
ル
ー
ト
を
そ

れ
ぞ
れ
登
っ
た
。

天
気
も
上
々
で
、
皆
大
変
楽
し
く
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
・

ル
ー
ト
を
抜
群
の
高
度
感
の
中
で
満
喫

で
き
た
。

翌
５
日
目
は
ソ
ウ
ル
市
内
の
公
園
に

設
置
さ
れ
て
い
る
大
き
な
人
工
壁
で
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
・
コ
ン
ペ
を
行
な
っ
た
。

各
国
か
ら
３
名
ず
つ
が
個
人
戦
に
出
場

し
、
日
本
チ
ー
ム
は
1
位
、
2
位
、
4

位
に
入
っ
た
。
こ
の
日
は
コ
ン
ペ
を
終

了
し
て
帰
途
に
つ
く
こ
ろ
、
夕
立
の
よ

う
に
し
ば
ら
く
雨
が
降
っ
た
。

６
日
目
は
学
生
同
士
で
市
内
観
光
。

一
部
は
登
り
足
り
ず
昨
日
と
は
別
の
人

工
壁
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
出
か
け
た
。

初
日
や
最
終
日
は
歓
送
迎
会
で
お
お

い
に
歓
待
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
ほ
か
の

日
の
夜
も
、
例
え
ば
遠
く
の
支
部
か
ら

《
報
告
》

第
8
回
目
の
日
中
韓
三
国
学
生
交
流

登
山
が
、８
月
６
日
～
１２
日
の
期
間
、韓

国
で
開
か
れ
た
。

日
本
か
ら
は
ス
タ
ッ
フ
４
名
、
学
生

１０
名
が
参
加
し
た
。
中
韓
か
ら
も
ほ
ぼ

同
数
の
参
加
が
あ
り
総
勢
４２
名
で
、
1

週
間
の
岩
登
り
三
昧
の
日
々
を
楽
し
み
、

三
国
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

北
漢
山（
ブ
ッ
カ
ン
サ
ン
）国
立
公
園

に
あ
る
国
立
公
園
エ
コ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
の
宿
舎
に
投
宿
。

エ
コ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
は

実
に
充
実
し
た
施
設
で
、
古
い
山
道
具

な
ど
を
は
じ
め
数
多
く
の
展
示
物
を
収

蔵
す
る
博
物
館
や
研
究
・
研
修
施
設
、

宿
泊
施
設
と
給
食
施
設
も
整
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
こ
の
岩
登
り
三
昧
の
1
週
間

の
様
子
を
簡
単
に
ご
紹
介
す
る
。

初
日
は
韓
国
入
国
、
全
員
集
合
、
宿

舎
に
入
っ
た
の
が
す
で
に
夕
刻
で
歓
迎

会
の
み
。
2
日
目
は
岩
登
り
の
基
本
ス

キ
ル
の
確
認
と
共
有
と
練
習
。
3
日
目

は
仙
人
峰（
ソ
ニ
ン
ボ
ン
）で
メ
ン
バ
ー

の
力
量
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
や
や
簡

単
な
マ
ル
チ
ル
ー
ト
を
登
っ
た
。
そ
し

て
4
日
目
が
今
回
の
メ
イ
ン
イ
べ
ン
ト

と
も
言
え
る
日
で
、仁
寿
峰（
イ
ン
ス
ボ

ン
）
で
４
～
６
ピ
ッ
チ
の
マ
ル
チ
ピ
ッ

チ
に
挑
戦
し
た
。

仁
寿
峰
は
山
全
体
が
花
崗
岩
の
岩
山

で
、
高
さ
こ
そ
８
１
１
ｍ
と
そ
れ
ほ
ど

高
く
は
な
い
が
、
そ
の
基
部
か
ら
全
面

岩
肌
が
出
て
い
て
、
ま
さ
に
屹
立
し
て

い
る
。
要
す
る
に
山
ひ
と
つ
丸
ご
と
登

攀
対
象
で
あ
り
、
そ
の
威
容
は
遠
く
か

R
eport

第
８
回
三
国
学
生
交
流
登
山
を
終
え
て

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

学
生
部
部
長　

中
山
茂
樹

も
支
部
長
が
６
名
ほ
ど
お
越
し
に
な
っ

て
我
々
を
歓
迎
し
て
下
さ
っ
た
り
、
ま

た
漢
陽（H

anyang

）大
学
理
事
長
か
ら

漢
陽
大
学
に
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
同

大
学
の
学
生
と
の
交
流
会
、
晩
餐
会
の

機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
交
流
登
山
を
主
催
い
た
だ
い

た
韓
国
山
岳
会
に
対
し
て
、
こ
の
紙
面

を
借
り
て
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。
中
日
の
山
に
は
な
い
韓
国
の
山
の

特
徴
（
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
岩
山
の
登

攀
が
、
首
都
ソ
ウ
ル
か
ら
日
帰
り
で
で

き
る
こ
と
）
を
見
事
に
活
か
し
た
素
晴

ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
毎
日
集
ま
っ
て
く
だ
さ
る
登

攀
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
人
数
の
多
さ
に
頭

が
下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。
韓
国
を
代

表
す
る
プ
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー
を
は
じ
め
毎

日
１０
人
は
下
ら
な
い
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
ま
ず

第
一
に
一
流
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
皆
、
韓

国
山
岳
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
上
に
生
業
を
休
ん
で
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
毎
日
お
手
伝

い
に
来
て
下
さ
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け

た
次
第
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
日
本
山
岳
会
に
つ
い

て
考
え
た
と
き
、
日
本
開
催
で
は
こ
ん

な
こ
と
は
実
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、

つ
く
づ
く
当
会
の
登
山
界
に
お
け
る
影

漢陽大学へ表敬訪問・歓迎晩餐会

頂上より60mの大懸垂
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響
力
の
弱
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
は
さ
り
な
が
ら
、
学
生
に
目
を
向

け
れ
ば
、
日
本
チ
ー
ム
の
学
生
が
岩
登

り
の
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
真
に

優
秀
で
あ
っ
た
。
参
加
を
決
め
て
以
来

一
ヶ
月
半
ほ
ど
の
間
、
天
候
に
恵
ま
れ

ず
全
員
で
の
合
宿
こ
そ
で
き
ず
仕
舞
で

あ
っ
た
が
、
各
自
で
岩
登
り
に
焦
点
を

絞
っ
た
練
習
に
励
み
、
ト
ッ
プ
の
レ
ベ

ル
も
ボ
ト
ム
の
レ
ベ
ル
も
大
変
優
秀
で

あ
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
4
名
の
内
の
2

名
は
今
回
の
日
本
チ
ー
ム
の
中
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
登
攀
能
力
を
持
ち
、
学
生

を
良
く
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
。
そ
の
内

の
一
人
は
毎
週
最
低
2
回
は
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ジ
ム
に
通
っ
て
い
る
し
、
も
う
一

人
は
今
年
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の

ほ
と
ん
ど
現
役
ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ
る
か

ら
当
然
の
話
で
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

が
当
会
に
集
ま
っ
て
く
る
現
役
学
生
に

大
変
良
い
刺
激
を
与
え
、
学
生
部
の
活

発
な
活
動
を
支
え
て
い
る
一
端
で
あ
る
。

見
方
を
裏
返
せ
ば
昨
年
ま
で
の
学
生

部
の
活
動
を
良
く
理
解
、
納
得
し
、
さ

ら
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
く
れ
て
お
れ
ば
こ

そ
、
今
年
の
こ
の
チ
ー
ム
に
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
を
希
望
す
る
新
青
年
部
の

メ
ン
バ
ー
が
い
て
く
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
韓
国
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
日
中
韓
の
ス
タ
ッ
フ
、

学
生
メ
ン
バ
ー
全
員
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
は
良
好
で
、
岩
登
り
と
い
う
リ
ス
ク

の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
事
故
な
く
貫

徹
で
き
た
こ
と
を
、
参
加
者
は
も
ち
ろ

ん
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
、
大
変
う
れ
し
く
思
う
。

《
展
望
》

来
年
は
第
9
回
で
中
国
開
催
で
あ
る
。

こ
の
回
を
も
っ
て
、
日
中
韓
三
国
で
議

定
書
を
交
わ
し
て
了
解
し
た
こ
の
事
業

は
一
応
の
終
了
と
な
る
。

そ
の
後
、
こ
の
事
業
は
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
る
べ
き
か
、
学
生
部
の
立
場
と

し
て
展
望
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

私
自
身
は
こ
の
事
業
（
こ
れ
ま
で
８

回
開
催
）の
後
半
に
携
わ
り
、実
際
に
は

４
回
分（
第
4
・
6
・
7
・
8
回
）の
み

学
生
と
共
に
実
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
評

価
す
る
。

日
本
山
岳
会
が
正
式
行
事
と
し
て
海

外
の
山
岳
団
体
と
交
流
す
る
唯
一
の
行

事
で
あ
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

の
で
あ
る
。

学
生
部
は
こ
こ
数
年
活
発
に
活
動
し

て
い
る
。
ま
た
、
単
独
で
技
術
指
導
や

山
行
体
験
の
伝
承
が
で
き
な
い
大
学
が

ま
す
ま
す
増
え
る
中
で
、
当
会
学
生
部

の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環

境
の
中
で
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
全
国

の
大
学
か
ら
学
生
が
集
ま
り
、
共
同
で

具
体
的
な
登
山
に
取
り
組
む
こ
と
は
大

変
有
意
義
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
す
る

価
値
は
高
い
。

一
方
で
日
本
開
催
に
お
い
て
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
。
運
営
資
金
が
決
し

て
潤
沢
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
状
況
で

費
用
対
効
果
を
良
く
吟
味
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
、
今
後
こ
の
事
業
を

継
続
す
る
な
ら
ば
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
く
る
。

本
誌
の
今
年
5
月
号
に
も
触
れ
た
が
、

昨
今
の
大
学
山
岳
部
は
総
体
的
に
見
て

か
な
り
衰
退
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

様
相
と
は
違
っ
て
来
て
い
る
。
今
ど
き

の
山
を
や
る
学
生
は
、
は
じ
め
か
ら
自

分
の
大
学
に
依
存
し
て
い
て
は
山
に
登

れ
な
い
の
で
、
当
会
の
個
人
会
員
に
な

っ
て
学
生
部
の
雪
上
訓
練
に
参
加
し
た

り
、
青
年
部
と
の
合
同
主
催
の
合
宿
に

参
加
し
て
お
り
、
学
生
の
当
会
へ
の
取

り
組
み
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
今
年
学
生
部
で
活
動
し

て
い
る
学
生
の
内
10
名
は
個
人
会
員
で

あ
る
。
こ
の
事
業
を
行
な
う
主
体
と
し

て
も
学
生
個
人
会
員
が
大
き
く
関
与
し

て
お
り
、
新
入
会
員
獲
得
に
も
寄
与
し

て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

以
上
の
評
価
を
踏
ま
え
、
今
後
も
三

国
学
生
交
流
登
山
を
継
続
的
に
開
催
す

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

参
加
者
リ
ス
ト

ス
タ
ッ
フ

中
山
茂
樹（
団
長
）

大
島
崇
／
杉
原
一
樹
／
村
越
稔

学
生

森
本
悠
介（
京
都
大
学
）／
井
上
由
樹
子

（
武
蔵
野
大
学
）
／
小
澤
佑
介
（
名
古
屋

工
業
大
学
）
／
生
井
武
龍
（
神
奈
川
大

学
）
／
井
藤
将
大（
法
政
大
学
）
／
三
田

村
ウ
ル
ズ
ラ（
名
古
屋
外
国
語
大
学
）／

石
井
良
樹
（
法
政
大
学
）
／
真
下
孝
典

（
青
山
学
院
大
学
）
／
坂
部
信
一
郎
（
南

山
大
学
）
／
堀
内
志
高（
神
奈
川
大
学
）

行動記録
DAY1
8/6（水）19：00 歓迎晩餐会

DAY2
8/7（木）09：00 ELIの隣の登山博物館を見学

DAY3
8/8（金）

09：30

16：30

スニンボンにて2〜3Pのクラ
イミング
漢陽大学へ表敬訪問・歓迎晩餐会

DAY4
8/9（土）

15：30
18：00

頂上より60mの大懸垂
室内アイスクライミングジム見学

DAY5
8/10（日）14：00 クライミング・コンペティション

DAY6
8/11（月）09：30 ソウル市内探訪
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性
が
強
い
も
の
」と
規
定
さ
れ
る
。農
林

水
産
省
告
示
に
よ
り「
２
車
線
、全
幅
員

７
ｍ
、舗
装（
セ
メ
ン
ト
ま
た
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
）」と
の
基
本
構
造
が
定
め
ら
れ
、

詳
細
な
構
造
基
準
に
つ
い
て
は
、
林
野

庁
長
官
と
建
設
省
道
路
局
長
と
の
間
に

覚
書
が
作
成
さ
れ
た
。
当
時
、
２
車
線

舗
装
を
標
準
と
し
た
林
道
は
前
例
が
な

く
、
ま
た
林
道
規
程
と
は
別
に
特
別
な

構
造
規
程
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
も
異
例

だ
っ
た
。

「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
の
た
め
に

過
疎
地
の
開
発
を
優
先
す
る
の
か
、
山

岳
地
域
の
景
観
保
全
を
重
視
す
る
の
か
。

こ
の
道
路
計
画
は
立
案
当
初
か
ら
全
国

各
地
で
自
然
保
護
上
の
論
議
を
巻
き
起

こ
し
、
一
部
は
計
画
変
更
や
工
事
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
各
地
の
新

聞
報
道
な
ど
で
周
知
さ
れ
て
い
る
と
お

り
で
あ
り
、
当
初
計
画
の
構
想
ど
お
り

に
完
成
し
た
の
は
５
路
線
の
み
だ
っ
た
。

〈
地
方
自
治
体
と
の
関
係
〉

事
業
の
実
施
方
式
は
、
施
工
地
域
が

政
令
で
指
定
さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
が

基
本
計
画
を
定
め
、
公
団（
機
構
）は
そ

れ
に
基
づ
い
て
実
施
計
画
を
策
定
し
た
。

事
業
資
金
は
３
分
の
２
を
基
本
に
国
庫

補
助
金
を
当
該
事
業
年
度
に
公
団
（
機

構
）が
受
け
入
れ
、残
り
は
大
蔵
省
資
金

運
用
部
か
ら
長
期
借
り
入
れ
に
よ
っ
て

賄
う
。
借
入
金
の
返
済
は
関
係
道
県
の

負
担
金
と
受
益
者
賦
課
金
を
償
還
財
源

と
し
て
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
な
お
、

平
成
１３
年
に
財
政
投
融
資
制
度
が
改
革

さ
れ
た
以
降
は
、
財
政
融
資
に
加
え
て

公
団（
機
構
）が
独
自
に
発
行
す
る
緑
資

源
債
劵
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

事
業
の
実
施
７
地
域
と
は
、
北
海
道
、

北
上
山
地
、
最
上
・
会
津
山
地
、
飛
騨

山
地
、中
国
山
地
、四
国
西
南
山
地
、お

よ
び
祖
母
・
椎
葉
・
五
木
地
域
で
あ
り
、

対
象
と
な
る
市
町
村
と
し
て
は
昭
和
４８

年
度
か
ら
平
成
６
年
度
に
至
る
ま
で
に

１
９
５
市
町
村
を
指
定
。
関
係
道
県
は

じ
め
地
方
自
治
体
と
特
に
強
い
関
わ
り

を
維
持
し
な
が
ら
順
次
、
建
設
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
、
緑
資
源
幹
線
林
道
事

業
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
実
施
計
画
の
策
定
ま

た
は
計
画
変
更
は
、
関
係
自
治
体
の
長

と
の
綿
密
な
協
議
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

た
。
国
の
事
業
で
あ
り
公
団（
機
構
）が

事
業
主
体
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

該
当
す
る
道
県
は
毎
年
度
の
事
業
計
画

に
お
い
て
地
元
市
町
村
の
意
見
を
聴
取

し
た
上
で
、
林
野
庁
に
事
業
費
の
要
求

を
行
な
う
と
い
う
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。

公
団（
機
構
）は
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

平
成
２０
年
の
国
会
決
議
に
よ
っ
て
廃

止
決
定
さ
れ
、
同
２５
年
度
末
に
残
工
事

完
了
と
共
に
事
業
終
結
し
た
「
緑
資
源

幹
線
林
道
全
国
地
図
」（
縮
尺
５０
万
分

の
一
、
全
８
枚
）に
つ
い
て
、
独
立
行
政

法
人
森
林
総
合
研
究
所
に
資
料
請
求
し
、

自
然
保
護
委
員
会
を
経
由
し
て
図
書
室

に
寄
贈
し
た
。
筆
者
は
環
境
・
人
口
問

題
担
当
の
新
聞
記
者
と
し
て
永
年
に
わ

た
り
山
岳
地
域
の
開
発
を
注
視
し
て
き

た
が
、
緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
の
終
了

は
環
境
保
全
史
上
の
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク

と
受
け
止
め
て
い
る
。
同
事
業
の
歩
み

の
全
容
を
記
録
し
た
地
図
が
、
我
が
国

の
国
土
利
用
計
画
と
山
岳
地
域
の
自
然

景
観
、
生
物
多
様
性
保
全
と
の
関
係
史

を
検
証
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
、
今
後
、

日
本
山
岳
会
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
た
い
。

〈
大
規
模
林
道
事
業
の
沿
革
〉

山
岳
地
域
の
林
野
を
伐
開
し
、
計
２

０
０
０
㎞
に
及
ぶ
舗
装
車
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
緑
資
源
幹

線
林
道
事
業
。
そ
れ
は
、「
国
土
利
用
の

抜
本
的
再
編
成
を
図
り
、
各
地
域
の
特

性
に
応
じ
て
国
土
を
有
効
に
活
用
す

る
」こ
と
を
目
指
し
た「
新
全
国
総
合
開

発
計
画
」（
昭
和
４４
年
５
月
閣
議
決
定
）

の
一
環
と
し
て
農
林
水
産
省
に
よ
っ
て

計
画
立
案
さ
れ
た
。正
式
に
は「
大
規
模

林
業
圏
開
発
林
道
構
想
」と
言
う
。

事
業
主
体
は
森
林
開
発
公
団
（
平
成

１１
年
緑
資
源
公
団
と
改
名
）で
あ
り
、立

案
当
初
か
ら「
大
規
模
林
道
」の
名
称
で

呼
ば
れ
、
平
成
１５
年
１０
月
の
緑
資
源
機

構
発
足
に
伴
い
、
緑
資
源
幹
線
林
道
の

名
称
に
変
更
さ
れ
た
。

事
業
の
対
象
地
域
と
し
て
は
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
、
７
つ
の
山
間
部
圏
域

（
地
図
作
成
は
8
枚
構
成
）が
指
定
さ
れ

た
。
計
３２
路
線
、
延
長
２
０
２
５
㎞
の

事
業
予
算
と
し
て
９
４
１
３
億
円
が
見

積
も
ら
れ
、昭
和
４８
年
に
事
業
着
手
。対

象
と
す
る
森
林
面
積
は
約
３０
万
ha
、
森

林
蓄
積
量
は
同
年
現
在
で
２
９
８
７
万

㎥
と
推
計
さ
れ
た
。

当
時
の
開
発
計
画
書
に
よ
れ
ば
、
道

路
の
性
格
は
「
事
業
に
よ
る
森
林
資
源

の
開
発
効
果
が
著
し
く
、
か
つ
広
域
に

わ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常

の
林
道
よ
り
高
規
格
で
公
道
と
の
関
連

m
ap inform

ation

緑
資
源
幹
線
林
道
地
図（
全
8
枚
）寄
贈
に
添
え
て

毎
日
新
聞
社
終
身
名
誉
職
員　

会
員
番
号
９
６
３
４　

滑
志
田
隆
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に
お
い
て
決
定
さ
れ
た「
業
務
計
画
」に

基
づ
き
事
業
を
実
施
し
た
。
地
元
自
治

体
と
の
綿
密
な
協
議
を
前
提
と
す
る
方

式
は
、
幹
線
林
道
の
建
設
計
画
が
地
元

関
係
者
や
保
護
団
体
な
ど
に
十
分
に
説

明
さ
れ
、
関
連
す
る
諸
議
論
の
機
会
を

多
く
持
た
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
用
地
補
償
事
務
を
関
係
の

自
治
体
に
委
託
し
て
実
行
し
た
こ
と
も

緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
の
特
徴
の
ひ
と

つ
に
数
え
ら
れ
る
。
公
道
と
公
道
と
を

連
結
す
る
林
道
で
あ
る
た
め
、
一
般
林

道
と
比
べ
て
格
段
に
公
共
性
の
高
い
こ

と
が
理
由
と
な
っ
て
、
用
地
取
得
の
際

に
民
有
林
に
対
す
る
補
償
費
が
例
外
的

補
助
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
実
際

の
補
償
交
渉
に
お
い
て
は
、
公
団
（
機

構
）は
関
係
道
県
に
事
務
を
委
託
し
、道

県
は
地
元
の
市
町
村
に
再
委
託
し
て
実

施
し
た
。

つ
ま
り
、
当
該
自
治
体
も
一
方
の
事

業
推
進
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
公
共
事
業
は
一
般
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
効
果
を
求
め
ら
れ
る
が
、

他
の
産
業
が
低
迷
す
る
中
に
お
い
て
地

元
労
働
者
の
効
用
の
場
の
提
供
、
建
設

資
材
の
調
達
等
を
通
じ
て
山
村
地
域
の

産
業
・
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
が
緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
に
期
待
さ

れ
た
。
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昭
和
５０
年
代
後
半
か
ら
は
環
境
と
の

調
和
を
目
指
し
た
新
技
術
・
新
工
法
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
保
全
対
象
と
な
る
動
植
物
等
が
確

認
さ
れ
た
場
合
に
は
必
要
な
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
稀
少
猛
禽
類

の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
工
事
実
施
時
期
を

検
討
す
る
な
ど
の
対
応
措
置
を
講
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
然
保
護
運

動
の
圧
力
に
よ
っ
て
平
成
７
年
度
か
ら

環
境
調
査
を
進
め
て
い
た
真
室
川
・
小

国
線
朝
日
・
小
国
区
間
に
つ
い
て
は
、

平
成
１１
年
度
に
期
中
評
価
結
果
を
反
映

し
、
一
部
区
間
を
中
止
す
る
な
ど
大
幅

な
計
画
変
更
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
反
省
と
教
訓
を
踏
ま
え

て
、
公
団（
機
構
）は
調
査
・
測
量
・
設

計
の
段
階
か
ら
環
境
に
配
慮
す
る
と
共

に
、景
観
配
慮
の
た
め
の
補
強
土
壁
、在

来
種
木
本
類
を
用
い
た
法
面
緑
化
、
小

動
物
の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
付
側
溝
等
の

環
境
対
策
工
法
を
採
用
す
る
な
ど
、
工

事
実
施
の
基
本
姿
勢
に
改
善
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
森
林
土
木
技

術
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
評
価
さ
れ

た
こ
と
も
付
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

平
成
７
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
に
5

件
の
環
境
対
策
工
法
が
関
連
分
野
研
究

〈
公
団
方
式
林
道
開
発
の
終
焉
〉

公
団
方
式
に
よ
る
大
規
模
林
道
建
設

事
業
は
、
平
成
１９
年
に
官
製
談
合
事
件

を
摘
発
さ
れ
た
緑
資
源
機
構
の
解
散
と

共
に
廃
止
決
定
さ
れ
、
残
さ
れ
た
林
道

保
全
管
理
業
務
（
既
設
道
移
管
円
滑
化

事
業
）
は
平
成
２４
、
２５
年
度
に
７
区
間

１４
・
２
㎞
の
移
管
完
了
に
よ
っ
て
、
受

益
者
賦
課
金
等
の
徴
収
事
務
を
除
い
て

す
べ
て
の
事
業
を
終
了
し
た
。
こ
こ
で
、

自
然
保
護
関
連
団
体
と
半
世
紀
に
わ
た

る
激
論
を
戦
わ
せ
た
公
団
方
式
林
道
事

業
に
つ
い
て
、
総
括
的
に
述
べ
て
お
く
。

森
林
開
発
公
団
お
よ
び
そ
の
後
の
緑

資
源
公
団
、
緑
資
源
機
構
の
林
道
事
業

は
、
昭
和
３１
年
度
に
着
手
し
、
昭
和
３５

年
度
に
完
成
し
た
熊
野
・
剣
山
地
域
林

道
事
業（
３６
路
線
：
延
長
３
２
２
㎞
、
事

業
費
約
３４
億
円
）、昭
和
３４
年
度
に
着
手

し
、
昭
和
４２
年
度
に
完
成
し
た
関
連
林

道
事
業（
５１
路
線
：
延
長
４
６
５
㎞
、
事

業
費
約
８４
億
円
）、昭
和
４０
年
度
に
着
手

し
、
平
成
２
年
度
に
完
成
し
た
特
定
森

林
地
域
開
発
林
道
事
業
（
い
わ
ゆ
る
ス

ー
パ
ー
林
道
：
２３
路
線
：
延
長
１
１
７

９
㎞
、
事
業
費
約
１
０
１
８
億
円
）、
昭

和
４８
年
度
に
着
手
し
、
平
成
１９
年
度
ま

で
実
施
し
た
大
規
模
林
業
圏
開
発
林
道

事
業
（
平
成
１６
年
度
か
ら
緑
資
源
幹
線

林
道
事
業
と
改
称
：
３２
路
線
）
を
実
施

し
て
き
た
。

な
お
、
大
規
模
林
業
圈
開
発
林
道
事

業
は
、
平
成
１３
年
１２
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た「
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
」

に
基
づ
く
見
直
し
を
行
な
う
た
め
、
平

成
１４
年
設
置
の
「
大
規
模
林
道
事
業
の

整
備
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
に
よ
る

検
討
結
果（
平
成
１６
年
２
月
）を
反
映
し

て
、
計
画
区
間
の
幅
員
縮
小
、
延
長
縮

減
等
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
19
年
度
末
に
緑
資
源

機
構
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
緑
資
源
幹

線
林
道
事
業
は
、
完
成
延
長
１
３
１
９

㎞
、
事
業
費
約
５
８
９
９
億
円
の
段
階

で
取
り
止
め
と
な
り
、
残
工
事
区
間
に

つ
い
て
は
道
県
の
判
断
に
よ
り
道
県
が

事
業
を
継
承
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
着
手
済
み
で
未
完
成
の
緑
資
源

幹
線
林
道
を
関
係
市
町
村
等
へ
移
管
す

る
た
め
、
森
林
総
合
研
究
所
森
林
農
地

セ
ン
タ
ー
が
既
設
道
移
管
円
滑
化
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
３１
年
度
か
ら
平
成
１９
年
度
ま
で

に
実
施
し
た
林
道
の
総
延
長
は
、
約
３

２
８
５
㎞
、
事
業
費
約
７
０
３
７
億
円
。

山
岳
道
路
に
適
し
た
工
法
が
検
討
さ
れ

る
一
方
、
国
民
の
自
然
環
境
保
全
に
対

す
る
要
請
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
南
ア

ル
プ
ス
林
道
の
北
沢
峠
付
近
な
ど
で
工

事
が
一
時
中
断
さ
れ
る
経
緯
も
あ
っ
た
。

団
体
か
ら
表
彰
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、

平
成
２０
年
度
か
ら
独
立
行
政
法
人
森
林

総
合
研
究
所
の
名
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
既
設
道
移
管
円
滑
化
事
業
に
お
い
て

は
「
生
態
系
お
よ
び
景
観
に
配
慮
し
た

工
法
」の
可
能
性
が
追
求
さ
れ
、必
要
な

環
境
保
全
対
策
等
を
行
な
い
つ
つ
保
全

工
事
が
実
施
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。森

林
総
合
研
究
所
の
公
共
事
業
部
門

で
あ
る
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
２５
年
度
末
で
林
道
保
全
管
理
業
務

を
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
自
然

保
護
運
動
か
ら
得
た
教
訓
や
蓄
積
さ
れ

た
経
験
と
技
術
が
今
後
の
森
林
土
木
技

術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
よ
う
、

森
林
開
発
・
道
路
建
設
セ
ク
タ
ー
に
対

し
て
一
層
の
工
夫
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
日
本
山
岳
会
等
の
責
務
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
財
投
借
入
金
等
の
償
還
財
源

と
な
る
賦
課
金
等
に
つ
い
て
は
、
各
年

度
の
事
業
実
施
後
２１
年
の
分
割
徴
収
で

あ
り
、
特
定
森
林
地
域
開
発
林
道
事
業

に
関
し
て
は
平
成
２３
年
度
に
す
べ
て
の

徴
収
が
完
了
し
た
も
の
の
、
緑
資
源
幹

線
林
道
分
に
関
し
て
は
平
成
４４
年
度
に

完
了
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
賦
課
金
等

の
確
実
な
徴
収
、
国
庫
へ
の
償
還
に
努

め
る
こ
と
が
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

に
求
め
ら
れ
る
。
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よ
り
重
い
荷
物
を
担
い
で
弱
気
を
見
せ

な
か
っ
た
。

マ
ナ
ス
ル
が
日
本
隊
に
よ
っ
て
初
登

頂
さ
れ
、
穂
高
を
舞
台
に
し
た
小
説

『
氷
壁
』
が
人
気
を
呼
ん
で
、
登
山
ブ
ー

ム
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
。

当
時
山
岳
部
で
は
強
さ
と
早
さ
が
求

め
ら
れ
、
わ
た
し
も
一
年
下
の
村
井
も
、

よ
り
高
く
よ
り
困
難
な
山
登
り
を
目
指

し
て
厳
し
い
練
磨
を
自
ら
に
課
し
て
い

た
。登

山
は
登
攀
意
欲
と
安
全
へ
の
配
慮

の
接
点
に
成
立
す
る　
　

。
冬
の
山
を

甘
く
見
て
い
た
つ
も
り
は
な
い
の
だ
が
、

わ
た
し
た
ち
の
学
生
時
代
、
早
稲
田
は

明
神
岳
と
富
士
山
の
雪
崩
遭
難
で
８
人

の
仲
間
を
失
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
同

時
代
の
部
員
の
結
束
を
強
め
た
。
わ
た

し
も
村
井
も
山
の
仲
間
か
ら
離
れ
ら
れ

な
く
な
り
、
登
山
が
単
な
る
趣
味
で
は

な
く
な
っ
た
。

卒
業
し
て
村
井
は
登
山
用
具
業
界
に

身
を
置
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
８
０
０
０
ｍ
峰

へ
の
夢
を
持
ち
続
け
た
。「
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
」
と
い
う
元
編
集
者
か
ら
の

《
檄
》は
、
ひ
た
す
ら
に
登
山
と
向
き
合

っ
た
若
き
日
の
村
井
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
。

一
緒
に
出
掛
け
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
挑

戦
、ロ
ー
ツ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
登
山
は
、わ

た
し
の
転
落
事
故
が
す
べ
て
を
狂
わ
せ

失
敗
に
終
わ
っ
た
。
急
峻
な
ル
ン
ゼ
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
困
難
な
救
出
作
業
、

極
度
の
疲
労
。
酸
素
の
薄
い
高
所
で
意

識
を
失
っ
た
村
井
。

記
憶
に
な
い
１
ヶ
月
を
過
ご
し
た
村

井
に
は
、
視
力
な
ど
神
経
系
統
に
後
遺

症
が
残
っ
た
。
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
し
ま
っ
た
。

彼
は
素
人
な
り
に
高
山
病
を
勉
強
し

た
。
ま
る
で
回
復
の
度
合
い
を
確
か
め

る
か
の
よ
う
に
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
や
ア

ル
プ
ス
を
登
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
し
た
。
わ
た
し
に
対
し
て
恨
み

言
は
ひ
と
言
も
言
わ
な
か
っ
た
。｢

山
岳

部
で
生
か
さ
れ
て
き
た
僕
は
と
て
も
幸

せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す｣

と
書
き
残
し

た
村
井
は
優
し
い
。

な
ぜ
村
井
が
肺
気
腫
を
発
症
し
た
か
。

わ
た
し
に
は
判
ら
な
い
が
、
な
ぜ
か
周

辺
に
多
い
。
か
つ
て
父
親
が
住
ん
で
い

た
大
阪
に
帰
り
、
京
子
夫
人
ら
家
族
に

支
え
ら
れ
て
闘
っ
た
が
力
尽
き
た
。

わ
た
し
の
な
か
で
村
井
の
死
は
、
な

ん
と
も
重
く
、
心
が
痛
む
。
滑
落
事
故

さ
え
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
と
い
う
思
い

は
消
え
る
こ
と
が
な
い
。

い
ま
は
た
だ
、
村
井
よ
安
ら
か
に
眠

れ
、
と
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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村井 葵（むらい・あおい） 会員No.6285
1936年11月　村井家の長男として大阪に生まれる。
　中学時代から登山に興味。高校は横浜の関東学園。
1957年　早稲田大学商学部入学、山岳部入部。積
雪期は、剱、穂高、白馬、富士山などに登る。
1961年 東京トップ（株）入社。以後いくつかのスポ
ーツ用品業界に迎えられ、主に登山用具の企画、
開発を手掛ける。会社を創った時期もあった。
1962年　早大ペルー ･アンデス登山隊（吉川尚郎）
に加わりアルパマヨ（5947ｍ）などに登る。
1965年　未踏のローツェ ･シャール（8383ｍ）登頂
を目指す早大登山隊（吉川隊長）に参加。7100m地
点で滑落した成川隊員に付き添ってビバーク。約
2週間後、収容先の第2キャンプで意識不明に。
1997年7月　当会理事就任（２期）。会報「山」担当。

＊著書に『幻想のヒマラヤ』（1969年）、『岩登り入
門』（1975年）、『登山用具入門』（1979年）『高峰
への挑戦』（同）、『アマの首飾り』（1993年･共著）
など。

村
井
葵
さ
ん
を
悼
む

�
成
川
隆
顕

７
月
５
日
、
入
院
先
の
東
大
阪
市
の

病
院
で
死
去
。
享
年
７７
だ
っ
た
。
１
９

９
７
年
７
月
か
ら
２
０
０
１
年
６
月
ま

で
４
年
間
、
当
会
報『
山
』の
編
集
人
を

務
め
た
。
こ
こ
数
年
は
、
肺
気
腫
と
の

長
く
て
厳
し
い
闘
い
だ
っ
た
。

最
後
に『
山
』に
原
稿
を
寄
せ
た
の
は

１２
年
１
月
号
、
８
０
０
号
を
記
念
す
る

歴
代
編
集
者
の
回
顧
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

《
編
集
は
プ
ラ
ス
思
考
で
》の
タ
イ
ト
ル

で
、「
会
報
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
若

者
に
創
造
す
る
能
力
、
冒
険
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
培
養
す
る
よ
う
努
め
ま

し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
気
力
を
奮
い

起
た
せ
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
「
こ
れ
か

ら
の
若
者
は
な
に
を
目
標
に
す
べ
き
か

大
い
に
議
論
す
べ
き
で
し
ょ
う
」
と
煽

っ
て
も
い
る
。

村
井
は
１
９
５
７
年
、
早
稲
田
大
学

に
入
っ
て
山
岳
部
に
入
部
し
た
。
体
は

小
さ
い
が
高
校
時
代
は 
陸
上
競
技
部

に
所
属
し
て
い
て
、
長
距
離
の
選
手
。

心
臓
が
強
く
て
足
が
速
か
っ
た
。
体
重
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生
態
と
保
護
」、「
信
仰
登
山
に
つ
い

て
」、「
持
続
可
能
な
自
然
環
境
の
管
理

に
つ
い
て
」の
４
つ
の
テ
ー
マ
、５
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を

行
な
い
、
立
山
や
弥
陀
ヶ
原
を
は
じ
め

と
す
る
山
の
環
境
保
全
や
民
俗
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
日
目
は
弥
陀
ヶ
原
、
室
堂
、
県
立

立
山
博
物
館
と
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博

物
館
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
を
行
な
っ
た
。
あ
い

に
く
の
雨
天
で
は
あ
っ
た
が
、前
日
の
講
演

や
討
議
で
聞
い
た
こ
と
を
現
場
で
確
認
し
、

さ
ら
に
理
解
を
深
め
ら
れ
た
と
思
う
。

機
関
紙『
木
の
目
草
の
芽
』の
発
行

隔
月
刊
で
１
０
４
～
１
０
９
号
を
発

行
。
１
０
４
号
か
ら
１
０
６
号
ま
で
は

立
山
で
行
な
わ
れ
た
自
然
保
護
全
国
集

会
の
案
内
と
報
告
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ

る
。
１
０
７
号
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
と
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
づ
く
り
に
人
生
を
さ

さ
げ
て
き
た
向
後
元
彦
氏
の
回
顧
と
、

第
14
回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
山
梨
大
会
の

報
告
。
１
０
８
号
は
静
岡
県
自
然
保
護

課
の
山
﨑
由
晴
氏
に
よ
る
南
ア
ル
プ
ス

北
部
の
鹿
に
よ
る
食
害
の
現
状
報
告
と
、

北
ア
ル
プ
ス
・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
紹
介
な
ど
。
１
０
９
号

は
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ
た
富
士
山
の

利
用
施
策
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
横

浜
国
立
大
学
の
加
藤
峰
夫
氏
に
よ
る
報

告
と
、
東
海
支
部
・
鬼
頭
良
吉
会
員
に

よ
る
猿
投
の
森
に
お
け
る
野
生
動
物
調

査
の
報
告
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

山
岳
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

高
山
植
生
の
昔
の
記
録
を
保
存
す
る

た
め
、
過
去
に
撮
影
し
た
写
真
を
集
め

た
上
で
整
理
・
公
開
し
、
新
旧
写
真
の

比
較
か
ら
高
山
帯
の
植
生
変
化
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
写

真
や
位
置
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
募
集
や

整
理
を
進
め
る
た
め
、
委
員
会
内
部
だ

け
で
な
く
山
岳
会
内
部
や
他
山
岳
団
体

に
対
し
て
も
協
力
要
請
を
行
な
っ
て
い

る
。
日
本
山
岳
会
の
外
か
ら
の
利
用
も

大
規
模
開
発
の
時
代
は
遠
く
過
ぎ
去

り
、
こ
れ
ま
で
考
え
て
も
こ
な
か
っ
た

よ
う
な
新
し
い
課
題
が
山
岳
地
で
の
自

然
保
護
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
鹿

問
題
し
か
り
、
ト
レ
ラ
ン
問
題
し
か
り
。

そ
の
中
で
今
後
、
自
然
保
護
委
員
会
と

し
て
何
を
活
動
の
中
心
に
置
く
べ
き
な

の
か
、
鋭
意
検
討
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
足
元
を
振
り
返
る
と
委
員

の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
委
員
会
と
し

て
活
発
な
活
動
が
や
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
２
０

１
３
年
度
は
委
員
の
人
員
拡
充
を
進
め

る
年
に
な
っ
た
。
新
任
の
委
員
は
５
名
、

河
川
工
学
の
専
門
家
あ
り
、
世
界
を
飛

び
回
っ
て
い
る
動
物
学
者
あ
り
、
Ｉ
Ｔ

に
精
通
し
た
若
手
あ
り
。
い
ず
れ
も
自

然
保
護
活
動
に
造
詣
が
深
い
人
材
で
あ

る
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
人
材
が
委

員
会
に
加
わ
っ
て
、
活
発
な
活
動
を
行

な
う
た
め
の
基
盤
は
で
き
た
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、﹃
木
の
目
草
の
芽
﹄の
編

集
発
行
、
山
岳
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ほ

か
、
片
手
間
で
は
で
き
な
い
大
変
な
作

業
を
手
弁
当
で
や
っ
て
い
る
現
委
員
の

力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
委
員
会
の
活
動
で

あ
る
。
次
年
度
は
そ
こ
に
新
し
い
力
を

加
え
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
き

た
い
。

な
お
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
14
年

３
月
に
は
次
の
よ
う
な
活
動
が
行
な
わ

れ
た
。

自
然
保
護
全
国
集
会
の
開
催

７
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、「
立

山
・
弥
陀
ヶ
原
の
自
然
に
学
ぶ
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
。
当
日
は
１
１
０
名
ほ
ど

の
自
然
保
護
に
関
心
を
持
つ
全
国
の
会

員
や
自
然
保
護
関
係
者
が
富
山
市
の
立

山
国
際
ホ
テ
ル
に
集
ま
っ
た
。
１
日
目

は
地
元
市
長
や
日
本
山
岳
会
副
会
長
の

挨
拶
に
続
い
て
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防

博
物
館
の
飯
田
肇
氏
が
「
立
山
連
峰
の

積
雪
と
氷
河
」と
題
し
て「
日
本
初
の
現

存
す
る
氷
河
」
を
は
じ
め
と
す
る
立
山

周
辺
の
積
雪
に
関
す
る
報
告
を
し
、
続

い
て
環
境
省
自
然
公
園
指
導
員
の
佐
藤

武
彦
氏
が
立
山
か
ら
弥
陀
ヶ
原
周
辺
の

あ
れ
こ
れ
を
「
弥
陀
ヶ
原　

自
然
と
歴

史
の
今
昔
」
と
題
し
て
面
白
お
か
し
く

解
説
し
た
。

さ
ら
に
短
い
休
憩
を
は
さ
ん
で
「
湿

原
の
自
然
と
保
護
」、「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の

Library

─『
山
岳
』第
百
九
年
「
委
員
会
の
活
動
報
告
」
補
遺
─

自
然
保
護
委
員
会
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あ
り
、
公
益
社
団
法
人
の
公
益
事
業
と

し
て
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
く
べ

き
テ
ー
マ
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

山
岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会
開
催

日
本
山
岳
協
会
、
東
京
都
山
岳
連
盟
、

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、Ｈ
Ａ
Ｔ　

Ｊ
、

山
の
エ
コ
ー
、日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
、

日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
担
当
者
が
月

１
回
、情
報
交
換
を
行
な
っ
て
い
る
。会

議
に
は
外
部
の
自
然
保
護
関
係
者
も
出

席
し
、
環
境
省
国
立
公
園
課
の
課
長
・

職
員
と
の
意
見
交
換
や
、
伊
那
市
に
よ

る
南
ア
ル
プ
ス
の「
国
立
公
園
50
周
年
」

に
向
け
た
取
り
組
み
の
紹
介
も
行
な
わ

れ
た
。

な
お
、
連
絡
会
の
中
で
は
個
別
の
テ

ー
マ
と
し
て
、
ト
レ
ラ
ン
や
富
士
山
の

入
山
料
問
題
な
ど
の
テ
ー
マ
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他

第
１
回
ア
ジ
ア
国
立
公
園
会
議
に
渡

邊
委
員
が
出
席
し
た
。　
（
近
藤
雅
幸
）

〈
こ
の
自
然
保
護
委
員
会
の
活
動
報
告

が
、
編
集
作
業
上
の
手
違
い
に
よ
り
、

『
山
岳
』第
百
九
年
号
か
ら
欠
落
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
方
、
並
び

に
自
然
保
護
委
員
会
各
位
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。『
山
岳
』編
集
委
員
会

委
員
長
／
担
当
理
事　

節
田
重
節
〉

と
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。

ま
ず
平
田
大
六
支
部
名
誉
会
員
に
よ

る
神
事
で
始
ま
る
。
毎
年
恒
例
の
本
職

神
官
並
み
お
祓
い
の
祝
詞
を
あ
げ
て
い

た
だ
き
、玉
串
奉
奠
は
橋
本
支
部
長
、森

日
本
山
岳
会
会
長
、
神
㟢
日
本
山
岳
協

会
会
長
、
高
原
日
本
山
岳
会
常
務
理
事
、

阿
部
信
一
新
潟
県
山
岳
協
会
会
長
、
今

田
明
子
日
本
山
岳
会
総
務
委
員
長
を
は

じ
め
十
数
名
に
よ
り
厳
粛
に
執
り
行
な

わ
れ
た
。
そ
の
後
お
酒
を
好
ま
れ
た
高

頭
翁
に
対
し
、
軽
登
山
靴
倶
楽
部
小
泉

芳
枝
氏
、越
後
支
部
原
田
敬
子
氏（
埼
玉

県
狭
山
市
）、
越
後
支
部
佐
竹
秀
子
氏

（
福
島
県
会
津
若
松
市
）ら
女
性
会
員
か

ら
の
ご
献
酒
を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。

一
連
の
式
典
終
了
後
、
寿
像
碑
を
バ

ッ
ク
に
全
員
で
記
念
撮
影（
写
真
１
）を

行
な
い
、
暑
さ
が
厳
し
い
た
め
場
所
を

高
頭
翁
寿
像
前
か
ら
日
陰
に
な
っ
て
い

る
あ
ず
ま
や
に
移
動
し
、
15
時
よ
り
森

会
長
か
ら
「
祝
日
山
の
日
制
定
と
今
後

の
活
動
」
と
い
う
内
容
で
記
念
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
森
会
長
の
講
演
要

旨
は
「
日
本
山
岳
会
の
創
設
か
ら
来
年

で
１
１
０
周
年
と
な
る
が
、
高
頭
翁
が

山
岳
会
の
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
い
た

だ
き
現
在
の
日
本
山
岳
会
が
あ
る
。

そ
の
日
本
山
岳
会
が
中
心
に
な
り
、

山
岳
5
団
体
と
共
に
運
動
を
続
け
て
き

越
後
支
部

第
57
回
高
頭
祭
と
高
頭
翁
墓
参

越
後
支
部
恒
例
の
第
57
回
高
頭
祭
は
、

７
月
25
日
弥
彦
山
大
平
園
地
高
頭
仁
兵

衛
翁
寿
像
碑
前
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
日
本
山
岳
会
森
武
昭
会
長

と
高
原
三
平
常
務
理
事
を
お
招
き
し
、

さ
ら
に
昨
年
に
引
き
続
き
日
本
山
岳
協

会
神
㟢
忠
男
会
長
（
日
本
山
岳
会
評
議

員
）も
主
宰
さ
れ
て
い
る「
軽
登
山
靴
倶

楽
部
」
の
メ
ン
バ
ー
二
十
数
人
と
共
に

駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
。
越
後
支
部

会
員
お
よ
び
関
係
者
を
含
め
約
80
人
と

い
う
過
去
最
高
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

14
時
30
分
桐
生
恒
治
事
務
局
長
の
開

式
宣
言
で
始
ま
り
、
橋
本
正
巳
支
部
長

が
「
ま
だ
梅
雨
明
け
し
て
お
ら
ず
昨
日

ま
で
雨
天
で
心
配
し
た
が
、
本
日
は
打

っ
て
変
わ
っ
て
晴
天
と
な
り
熱
中
症
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」と
、
参
加
者
を
気
遣
う
ほ
ど
太

陽
の
日
差
し
が
ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
付
け

急
激
に
暑
く
な
っ
た
が
、
大
平
園
地
で

は
日
本
海
か
ら
の
涼
風
も
吹
く
た
め
、

絶
好
の
式
典
日
和
で
あ
っ
た
。

橋
本
支
部
長
か
ら
今
年
度
の
来
賓
紹

介
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、「
日
本
登

山
界
の
二
大
巨
頭
で
あ
る
日
本
山
岳
会

会
長
と
日
本
山
岳
協
会
会
長
を
お
迎
え

で
き
た
こ
と
は
、
高
頭
翁
の
な
せ
る
人

徳
で
あ
り
越
後
支
部
と
し
て
非
常
に
名

誉
な
こ
と
で
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。」

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

寿像碑をバックに記念撮影（写真1）
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た「
山
の
日
」が
、
今
年
5
月
に
国
会
を

通
過
し
法
律
と
し
て
制
定
さ
れ
、
再
来

年
よ
り
8
月
11
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。」と
経
緯
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
明
日
に
は
、
高
頭
翁

の
墓
前
に「
山
の
日
制
定
」の
報
告
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
お
神
酒
を
い
た
だ
き
な
が

ら
一
時
の
懇
親
会
と
な
り
、
越
後
の
地

酒
を
味
わ
い
な
が
ら
の
歓
談
と
な
っ
た
。

16
時
ご
ろ
よ
り
弥
彦
山
頂
の
奥
ノ
院
へ

移
動
を
始
め
、
山
頂
御
神
廟
前
に
て
開

催
さ
れ
る
新
潟
県
登
山
祭
に
参
加
し
た
。

17
時
よ
り
弥
彦
神
社
神
官
に
よ
る
「
登

山
安
全
祈
願
祭
お
よ
び
松
明
登
山
清
め

祓
い
」が
執
り
行
な
わ
れ
、こ
こ
で
も
神

㟢
日
本
山
岳
協
会
会
長
、
森
日
本
山
岳

会
会
長
、
新
潟
県
山
岳
協
会
、
並
び
に

傘
下
の
山
岳
会
代
表
に
よ
る
玉
串
拝
礼

が
行
な
わ
れ
た
。

17
時
30
分
よ
り
山
頂
祭
記
念
講
演
と

し
て
、
神
㟢
日
本
山
岳
協
会
会
長
か
ら

「
地
球
の
３
極（
北
極
、
南
極
、
エ
ベ
レ

ス
ト
）」と
い
う
内
容
で
記
念
講
演
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
神
㟢
会
長
の
講
演
要

旨
は
、「
北
極
は
１
９
０
９
年
４
月
６

日
ア
メ
リ
カ
隊
（
ペ
ア
リ
ー
）
が
到
達
、

南
極
は
１
９
１
１
年
12
月
14
日
ノ
ル
ウ

ェ
ー
隊（
ア
ム
ン
ゼ
ン
）が
到
達
、
エ
ベ

レ
ス
ト
は
１
９
５
３
年
５
月
29
日
英
国

隊（
ヒ
ラ
リ
ー
と
テ
ン
ジ
ン
）が
登
頂
し

た
。
こ
の
地
球
の
３
極
制
覇
を
単
独
で

目
指
し
た
男
が
お
り
、
そ
れ
が
植
村
直

己
で
あ
る
。
彼
が
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
亡

く
な
っ
て
か
ら
、
今
年
で
30
年
の
節
目

と
な
る
。　

私
は
、
１
９
７
０
年
の
日
本
山
岳
会

エ
ベ
レ
ス
ト
隊
で
植
村
氏
と
一
緒
で
あ

っ
た
。
１
９
７
８
年
の
北
極
点
遠
征
で

は
、
母
校
日
大
隊
が
４
月
28
日
到
達
し
、

植
村
氏
は
翌
29
日
の
到
達
と
な
っ
た
。

植
村
氏
は
、
そ
の
後
１
９
８
４
年
に
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
南
極
を
目
指
そ
う
と

し
た
が
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
に
よ

り
断
念
し
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
に
向
か
い

消
息
を
絶
っ
た
。」と
、
地
球
の
３
極
の

歴
史
と
植
村
直
己
氏
と
の
関
係
に
つ
い

て
興
味
あ
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

18
時
20
分
よ
り
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
弥
彦
山
頂
か
ら
松
明
を
灯
し
て
、
麓

の
弥
彦
神
社
を
目
指
し
て
下
山
を
開
始

す
る
。
20
時
に
弥
彦
神
社
社
殿
に
て
松

明
行
進
隊
の
お
祓
い
を
受
け
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
鼓
笛
隊
の
先
導
の
下
、
約
２

０
０
人
強
の
男
女
岳
人
に
よ
り
松
明
を

掲
げ
て
市
中
行
進
を
開
始
し
た
。
多
く

の
参
拝
者
で
賑
わ
う
神
社
参
道
を
出
発

し
、
幻
想
な
る
松
明
の
火
を
か
ざ
し
な

が
ら
の
行
進
に
対
し
、
沿
道
の
お
神
輿

部
隊
も
一
時
停
止
し
て
拍
手
を
も
っ
て

迎
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
夜

空
に
舞
い
上
が
る
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の
花

火
を
見
な
が
ら
の
楽
し
い
時
間
帯
で
あ

っ
た
。
弥
彦
駅
ま
で
約
１
㎞
強
の
行
進

を
終
え
、
松
明
を
納
め
て
20
時
45
分
に

終
了
し
た
。
さ
ら
に
、
21
時
よ
り
宿
舎

に
て
、
森
会
長
と
高
原
常
務
理
事
を
囲

ん
で
越
後
支
部
会
員
有
志
と
の
懇
親
会

を
催
し
、
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

翌
26
日
は
、
折
し
も
フ
ェ
ー
ン
現
象

で
朝
か
ら
急
激
に
気
温
が
上
昇
し
始
め
、

汗
が
噴
き
出
る
よ
う
な
暑
い
日
と
な
っ

た
。森
会
長
と
高
原
常
務
理
事
に
は
、長

岡
市
深
沢
町
の
高
頭
家
菩
提
寺
で
あ
る

大
滝
山
正
林
寺
に
ご
足
労
い
た
だ
き
、

本
間
宏
之
副
支
部
長
の
案
内
で
高
頭
翁

の
墓
参（
写
真
２
）を
さ
れ
た
。ま
た
、近

く
に
あ
っ
た
高
頭
家
の
広
大
な
住
居
跡

は
、
現
在
長
岡
市
の
管
理
で
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
、
大
き
な
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
念
石
碑
前
で
記

念
撮
影（
写
真
３
）を
行
な
っ
た
。
そ
の

後
、
長
岡
駅
ま
で
お
送
り
し
、
無
事
帰

京
さ
れ
た
。

な
お
、
神
㟢
日
山
協
会
長
と
軽
登
山

靴
倶
楽
部
の
一
行
は
、
越
後
支
部
メ
ン

バ
ー
（
山
崎
幸
和
顧
問
、
小
山
一
夫
事

業
委
員
長
、
山
田
智
子
委
員
）
の
案
内

で
、角
田
山
登
山
に
向
か
わ
れ
た
が
、フ

ェ
ー
ン
現
象
の
厳
し
い
暑
さ
の
た
め
、

途
中
で
コ
ー
ス
変
更
し
て
下
山
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
高
頭
祭
に
遠
路
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
い
た
日
本
山
岳
会
森
会
長
、
高

高頭翁の墓（写真2）

記念石碑前で（写真3）
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原
常
務
理
事
、
さ
ら
に
日
本
山
岳
協
会

神
㟢
会
長
、
軽
登
山
倶
楽
部
今
田
事
務

局
長
を
は
じ
め
と
す
る
メ
ン
バ
ー
の

方
々
に
、
紙
面
を
借
り
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
桐
生
恒
治
）

山
梨
支
部

第
10
回
山
の
博
覧
会

日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
と
山

梨
支
部
創
立
60
周
年
を
記
念
し
て
、
山

梨
支
部
と
し
て
１
９
９
５
年
７
月
に
始

め
た
「
山
の
博
覧
会
」
は
以
後
毎
年
実

施
し
、
今
回
で
10
回
目
。
去
る
７
月
５

日（
土
）に
甲
府
市
の
山
梨
学
院
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
で
４
６
０
名
の
方
が
集
ま

っ
て
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
山
梨
県
甲
州
市
の
名
刹
、
放

光
寺
住
職
・
清き

よ

雲く
も

俊し
ゅ
ん

雄ゆ
う

氏
が
修
験
者
の

い
で
立
ち
で
、
頭
に「
頭と

巾き
ん

」、
錫
杖
を

手
に
し
て
法
螺
貝
の
鳴
り
響
く
中
を
演

台
に
登
場
す
る
と
い
う
演
出
効
果
満
点

で
現
れ
た
。「
登
拝
修
行　

山
で
神
仏

を
感
じ
る
時
」
と
い
う
演
題
で
実
際
の

山
伏
修
行
の
映
像
を
映
し
な
が
ら
険
し

い
山
中
で
の
仏
教
修
行
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
丁
寧
な
口
調
で
講
演
さ
れ
た
。

鳴
り
止
ま
ぬ
拍
手
と
法
螺
貝
の
響
き
が

会
場
を
包
ん
だ
。

次
に
永
年
に
わ
た
っ
て
富
士
山
青
木

ケ
原
樹
海
を
取
材
し
て
き
た
山
梨
日
日

新
聞
社
の
報
道
企
画
グ
ル
ー
プ
の
記
者
、

前
島
文
彦
氏
に
よ
る
「
青
木
ヶ
原　

蒼

き
千
年
の
森
」と
題
す
る
講
演
。こ
れ
も

ま
た
数
多
の
映
像
や
分
析
デ
ー
タ
を
交

え
て
多
方
面
に
わ
た
っ
た
熱
の
入
っ
た
講

演
で
あ
っ
た
。
青
木
ヶ
原
樹
海
は
貞
観

噴
火（
西
暦
８
６
４
～
８
６
６
年
）の
溶

岩
流
で
出
現
し
た
台
地
に
で
き
た
森
で
、

そ
の
面
積
は
30
㎢
（
東
京
山
の
手
線
内

の
面
積
の
ほ
ぼ
半
分
）、１
１
０
０
年
余

経
過
の
ま
だ
若
い
樹
林
で
あ
る
。
日
本

に
の
み
生
育
す
る
栂
や
天
然
の
檜
が
９

割
を
占
め
る
特
異
な
植
生
の
場
所
で
も

あ
る
。
そ
し
て
負
の
問
題
。
自
殺
の
名

所
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
場
所
と
し

て
海
外
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
例
え

ば
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
英
語
版
）。
ま
た
、

松
本
清
張
の
﹃
波
の
塔
﹄
で
国
内
で
も

有
名
に
な
っ
た
。
講
演
後
た
く
さ
ん
の

質
問
が
出
て
、
講
演
会
進
行
に
困
る
ほ

ど
の
聴
衆
の
反
応
で
あ
っ
た
。

最
後
に
山
の
日
制
定
で
お
力
添
え
を

い
た
だ
い
た
作
曲
家
・
船
村
徹
氏
に
よ

る「
山
の
日
と
男
の
友
情
を
語
る
」と
い

う
講
演
。
同
氏
作
成
・
出
演
の
映
像
の

後
、
穏
や
か
な
口
調
で
し
み
じ
み
と
し

た
話
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

今
回
、
山
の
博
覧
会
企
画
に
あ
た
り

日
本
山
岳
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ

シ
な
ど
で
「
山
博
フ
ァ
イ
ナ
ル　

感
謝

を
込
め
て
」と
表
示
し
た
。ど
う
し
て
や

め
る
の
か
？　

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ

な
ど
が
色
々
な
方
面
か
ら
あ
っ
た
。
そ

こ
で
急
遽
、
開
催
当
日
聴
衆
の
方
々
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。
引
き
続

き
継
続
を
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
意
見

が
相
当
あ
る
。
支
部
と
し
て
は
会
員
の

意
見
な
ど
も
改
め
て
聴
取
し
、
今
後
の

対
応
を
慎
重
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

た
だ
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
は
避
け
た
い
と

考
え
る
。�

（
北
原
孝
浩
）

埼
玉
支
部

支
部
創
立
５
周
年
記
念

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ュ
ル
ー
最
東
峰

登
頂
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
遠
征
隊

報
告今

回
の
遠
征
は
、
埼
玉
支
部
創
立
５

周
年
記
念
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
支
部

が
４
年
余
で
築
き
上
げ
て
き
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
毎
月
の
山
行
で
培
っ
た
体
力
、
登

山
技
術
を
踏
ま
え
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
６

０
０
０
ｍ
峰
登
頂
を
目
指
す
登
山
隊
と

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
内
院
と
エ
ベ
レ
ス
ト
街

道
を
繋
げ
た
23
日
間
の
長
躯
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
隊
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
遠
征
隊
は
、

登
山
隊
９
名
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
隊
５
名

の
合
計
14
名
で
催
行
さ
れ
た
。ま
た
、今

回
は
埼
玉
支
部
の
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち

を
訪
問
し
文
具
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

文
具
は
、
か
ね
て
交
流
の
あ
る
立
正
大

学（
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
ご
好
意
で
た

く
さ
ん
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
い
た
。

登
山
隊
は
、
後
わ
ず
か
の
と
こ
ろ
で

山
頂
を
踏
む
こ
と
が
で
き
ず
、
ト
レ
ッ

「山の博覧会」会場

講演した清雲俊雄氏
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キ
ン
グ
隊
も
、
ナ
ム
チ
ェ
ま
で
達
し
な

が
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
の
雄
姿
を
望
む
こ
と

が
叶
わ
な
い
な
ど
、
い
さ
さ
か
残
念
な

点
も
あ
っ
た
が
、
神
様
の
ち
ょ
っ
と
し

た
意
地
悪
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

参
加
者
全
員
が
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

頑
張
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
夢
を
掴
ん
だ

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

登
山
隊
報
告

4
月
21
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
出
発
の
朝
、

道
路
工
事
の
た
め
ベ
シ
サ
ー
ル
か
ら
車

で
３
時
間
先
の
チ
ャ
ム
ジ
ェ
ま
で
し
か

車
で
入
れ
な
い
と
の
バ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
。

チ
ャ
ム
ジ
ェ
か
ら
徒
歩
で
チ
ャ
メ
ま
で

３
日
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
ま
け
に

２
日
目
の
ダ
ン
キ
ュ
ー
で
異
常
低
温
に

見
舞
わ
れ
、
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
の
何
人

か
が
風
邪
を
ひ
く
。特
に
古
川
隊
長
と

ダ
ヌ
ル
・
サ
ー
ダ
ー
が
重
症
。
結
局
、

2
人
は
Ｂ
Ｃ
に
上
が
れ
ず
登
山
に
は
不

参
加
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も

残
り
の
８
名
は
順
調
に
カ
ル
カ
～
Ｂ
Ｃ

～
Ａ
Ｃ
と
高
度
を
上
げ
、
４
月
30
日
に

は
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
Ａ
Ｃ
５
３
０
０
ｍ

に
集
結
し
た
。
全
員
が
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
数
値
も
90
前
後
を
維
持
し
、

高
度
障
害
は
全
く
な
か
っ
た
。

登
頂
日
は
２
：
00
Ａ
Ｍ
出
発
で
あ
る
。

急
な
雪
壁
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
と
ア

ッ
セ
ン
ダ
ー
を
頼
り
に
ぐ
ん
ぐ
ん
登
る
、

ア
タ
ッ
ク
の
登
り
は
本
当
に
き
つ
い
。

７
時
ご
ろ
に
は
推
定
５
８
４
０
ｍ
地
点

に
到
達
。し
か
し
、こ
こ
で
ル
ー
ト
工
作

に
先
行
し
た
シ
ェ
ル
パ
が
戻
り
、
こ
の

先
は
ブ
ル
ー
ア
イ
ス
状
態
で
氷
が
硬
く

ア
イ
ゼ
ン
が
効
か
な
い
。
極
め
て
困
難

で
危
険
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
安
全
に
登

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
の
こ
と
。

高
橋
隊
長
代
行
は
、
シ
ェ
ル
パ
の
判
断

を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
し
、
一
部
の
隊

員
を
登
ら
せ
る
た
め
に
パ
ー
テ
ィ
を
分

け
る
こ
と
は
、
よ
り
危
険
な
下
山
を
考

え
る
と
選
択
で
き
な
い
と
考
え
、
こ
の

地
点
で
登
頂
を
断
念
し
、
全
員
で
下
山

す
る
こ
と
と
し
た
。

下
山
は
長
い
懸
垂
下
降
の
連
続
で
時

最高到達点での記念撮影

間
も
か
か
り
、
途
中
で
登
高
を
断
念
し

先
行
下
山
し
て
い
た
隊
員
が
ヒ
ド
ン
ク

レ
バ
ス
に
転
落
す
る
な
ど
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
あ
り
、
15
時
に
一
同
か
な
り
へ

と
へ
と
状
態
で
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。
ろ

く
に
食
事
も
と
れ
な
い
13
時
間
の
行
動

で
あ
っ
た
。
下
山
後
は
、
マ
ナ
ン
で
1

日
休
養
し
、
再
び
５
４
１
６
ｍ
の
ト
ロ

ン
・
パ
ス
越
え
に
挑
戦
し
た
。
パ
ス
越

え
の
日
は
３
：
30
Ａ
Ｍ
出
発
し
、最
後
の

メ
ン
バ
ー
が
ロ
ッ
ジ
に
着
い
た
の
は

14
：
30
。
11
時
間
の
行
動
と
な
っ
た
。
高

度
順
化
済
み
と
は
い
え
、
や
は
り
５
０

０
０
ｍ
を
超
え
た
登
り
は
き
つ
か
っ
た
。

乾
い
た
大
地
を
毎
日
ひ
た
す
ら
歩
き
、

最
後
に
は
ジ
ョ
ム
ソ
ン
へ
の
河
原
の
道

で
、
目
も
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
烈
風

に
煽
ら
れ
る
お
ま
け
も
あ
っ
た
。し
か

し
、
マ
ナ
ス
ル
に
始
ま
り
、
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
山
群
を
飽
き
る
ほ
ど
眺
め
、
そ
し

て
最
後
に
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
雄
姿
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
さ

に
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
景

色
の
連
続
で
あ
っ
た
。
ガ
イ
ド
任
せ
の

ツ
ア
ー
と
は
違
い
、
毎
日
の
行
動
や
シ

ェ
ル
パ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
苦
労
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
そ

れ
だ
け
に
充
実
し
た
23
日
間
で
あ
っ
た
。

�
（
高
橋
努
）

図書受入報告（2014年8月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

富山県山岳連盟 (編) 富山の百山 260p／21cm 北日本新聞社 2014 出版社寄贈

佐々木 亨 山麓から登る世界文化遺産富士山  ：富士山の古道＆登頂ルート 120p／21cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈

深田久弥 名もなき山へ 318p／20cm 幻戯書房 2014 出版社寄贈

全日本山岳写真協会 (編) 山稜2014  ：2014年全日本山岳写真展作品集（撮影地図付） 186p／22cm 全日本山岳写真協会 2014 発行者寄贈

根深 誠 白神山地マタギ伝  ：鈴木忠勝の生涯 274p／20cm 七つ森書館 2014 著者寄贈

Sean Isaac (ed.) The Canadian Alpine Journal Vol.97  (2014) 160p／28cm A. C. of Canada 2014 発行者寄贈

Jenny Paterson (ed.) The Journal of the Mountain Club of South Africa  No.115  (2012) 166p／24cm M. C. of South Africa 2013 発行者寄贈
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菊
地
俊
朗
著

『
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
来
る
前
か
ら
、

山
は
そ
こ
に
あ
っ
た
』

2014年8月
信濃毎日新聞社刊
四六判278㌻　
定価1300円＋税

山
岳
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
、
取
材
活
動
や
情
報
収
集
に

携
わ
っ
て
き
た
著
者
が
、
地
元
目
線
で

書
き
上
げ
た
。通
説
と
な
っ
て
い
る「
近

代
登
山
」の
定
義
や
、「
近
代
登
山
の
父

と
さ
れ
る
Ｗ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
か
ら
日
本

の
登
山
は
始
ま
っ
た
」
と
い
う
定
説
に

違
和
感
を
抱
き
、
な
お
ざ
り
に
さ
れ
が

ち
な
山
岳
の
裾
野
の
広
さ
を
訴
え
る
。

著
者
は
以
前
に
著
し
た
『
北
ア
ル
プ
ス

　

こ
の
百
年
』（
２
０
０
３
年
、文
藝
春

秋
）
で
も
日
本
の
登
山
史
で
言
及
さ
れ

な
い
経
済
的
・
社
会
的
事
情
や
宗
教
登

山
な
ど
の
補
強
が
あ
っ
て
こ
そ
、
登
山

史
の
完
成
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

本
書
に
も
そ
の
考
え
方
は
貫
か
れ
て
い

る
。
前
著
が
北
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
な

ど
を
中
心
に
論
述
さ
れ
た
の
に
対
し
、

さ
ら
に
南
・
中
央
ア
ル
プ
ス
な
ど
を
含

め
た
広
範
な
山
域
の
、
よ
り
多
角
的
な

視
点
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
視
点
は
８
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
、

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
学
校
登
山
、
山
街
道
・

乗
越
・
湯
道
、
穂
高
と
甲
斐
駒
を
代
表

と
す
る
開
山
伝
承
、「
山
」の
虚
像
を
演

出
し
た
小
島
烏
水
と
新
田
次
郎
、
山
の

事
業
家
と
し
て
の
信
濃
屋
庄
三
郎
と
大

倉
喜
八
郎
、
山
の
既
得
権
・
入
会
と
水

利
、
山
人
評
伝
の
各
項
目
が
そ
れ
で
あ

り
、
最
後
の「
山
学
彩
々
」で
日
本
人
と

富
士
山
の
関
わ
り
や
三
角
点
の
こ
と
な

ど
話
題
の
数
々
を
語
る
。
豊
富
な
情
報

と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ら
で
は
の
鋭
い

識
見
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
、
思
わ
ず
興

味
の
淵
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
い
く
。

こ
こ
で
槍
ヶ
岳
を
例
に
考
え
る
。
一

般
に
明
治
35（
１
９
０
２
）年
の
小
島
烏

水
と
岡
野
金
次
郎
に
よ
る
槍
ヶ
岳
登
山

は
、
日
本
人
に
よ
る
画
期
的
な
近
代
登

山
の
幕
開
け
と
さ
れ
る
。と
こ
ろ
が
、烏

水
ら
は
山
頂
に
三
角
測
量
の
跡
を
認
め

る
。
彼
ら
の
１
ヶ
月
前
に
測
量
士
た
ち

が
命
懸
け
で
撰
点
・
覘
標
作
業
を
行
な

っ
て
い
た
の
だ
。
下
山
後
、
10
年
前
に

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
槍
へ
登
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
よ

り
15
年
も
前
に
同
じ
英
人
Ｗ
・
ガ
ウ
ラ

ン
ド
が
槍
へ
登
っ
て
い
た
事
実
が
あ
り
、

も
し
趣
味
が
目
的
の
登
山
を
近
代
登
山

と
い
う
な
ら
ば
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド
こ
そ
近

代
登
山
の
祖
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ン

も
烏
水
も
そ
の
著
作
に
よ
る
自
己
ア
ピ

ー
ル
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
文
政
年
間
に
日

本
人
が
登
っ
て
い
た
。
播
隆
上
人
が
未

踏
の
槍
ヶ
岳
を
開
山
す
る
た
め
数
度
登

攀
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
支

え
た
山
人
た
ち
が
い
た
。
そ
の
よ
う
な

人
々
が
通
っ
た
上
高
地
や
徳
本
峠
は
古

く
か
ら
林
業
な
ど
生
業
の
場
で
あ
り
通

路
で
も
あ
っ
た
。
山
に
関
わ
っ
た
人
々

の
味
わ
っ
た
感
動
や
達
成
感
は
共
通
な

も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
岩
と

氷
河
に
鎧
わ
れ
て
人
の
接
近
を
拒
ん
だ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
と
は
違
っ
て
、

日
本
の
登
山
に
は
古
く
か
ら
多
く
の

人
々
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
。

本
書
の
意
図
は「
は
じ
め
に
」の
最
後

に
あ
る
「
登
山
行
為
の
裾
野
の
広
さ
と

日
本
独
得
の
近
代
登
山
の
狭
量
な
実
態

を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
い
う
著

者
の
願
い
に
集
約
さ
れ
る
。
従
来
の
登

山
史
観
に
一
石
を
投
じ
る
問
い
か
け
の

一
書
で
あ
る
。�

（
砂
田
定
夫
）

五
十
嶋
一
晃
著

『
田
部
重
治
の
登
山
と
英
文
学
』

2014年8月
五十嶋商事
A5判　445㌻
定価2500円+税

田
部
重
治
生
誕
１
３
０
年
と
な
る
２

０
１
４
年
8
月
4
日
に
合
わ
せ
て
﹃
田

部
重
治
の
登
山
と
英
文
学
﹄
が
発
刊
さ

れ
た
。
日
本
ア
ル
プ
ス
や
秩
父
の
開
拓

者
と
し
て
、ま
た
、山
岳
雑
誌
名
に
も
な

っ
た
『
山
と
溪
谷
』
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
山
岳
文
学
を
著
し
た
こ
と
で
名

高
い
田
部
だ
が
、
英
文
学
者
と
し
て
も

高
名
で
あ
る
。

本
書
は
、
田
部
の
足
跡
を
た
ど
り
な

が
ら
、
多
く
の
人
々
と
の
交
流
や
田
部

図
書
紹
介
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は
、
す
で
に
旧
制
高
校
時
代
に
岩
壁
登

攀
や
未
開
拓
ル
ー
ト
に
挑
戦
し
た
経
験

を
持
っ
た
若
者
た
ち
で
、
一
高
旅
行
部

出
身
者
に
偏
ら
ず
、
仙
台
の
二
高
、
金

沢
の
四
高
、
岩
登
り
に
強
い
甲
南
、
成

蹊
な
ど
の
高
校
出
身
者
ら
が
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
。
高
揚
感
を
持
っ
て
入
部
し

た
若
者
た
ち
は
、
漲
る
気
力
と
体
力
を

部
活
動
に
向
け
た
に
違
い
な
い
。
部
で

は
山
に
関
す
る
冊
子
の
出
版
な
ど
も
行

な
っ
て
お
り
、
上
下
関
係
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
自
由
に
発
言
で
き
る
明
澄
な

雰
囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

高
み
を
目
指
す
部
員
ら
の
目
は
、
ご

く
自
然
に
海
外
登
山
に
向
け
ら
れ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
念
頭
に
、
１
９
３
２
年
に

は
、
朝
鮮
外
金
剛
・
集
仙
峰
の
針
峰
群

に
初
登
し
、
大
学
山
岳
部
の
海
外
遠
征

に
弾
み
を
つ
け
る
。
そ
の
後
も
南
千
島

国
後
島
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
遠
征
を
行
な

う
な
ど
す
る
が
、
徐
々
に
戦
争
の
足
音

が
大
き
く
な
り
、
学
徒
動
員
に
よ
っ
て
、

Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
は
事
実
上
の
活
動
停
止
に

追
い
込
ま
れ
た
。
命
の
下
っ
た
部
員
た

ち
は
、
東
大
乗
鞍
寮「
銀
鞍
荘
」で
の
再

会
を
胸
に
出
陣
し
た
と
い
う
。

戦
後
は
登
山
未
経
験
の
新
入
部
員
が

普
通
に
な
っ
た
が
、63
年
の
バ
ル
ト
ロ
・

カ
ン
リ
、
80
年
代
の
シ
ヴ
リ
ン
や
Ｋ
7
、

エ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ン
の
岩
壁
登
攀
な
ど
、

輝
か
し
い
業
績
を
残
し
て
い
る
。　

本
書
に
は
、
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
歴
史
を

概
観
す
る
原
稿
や
年
表
の
ほ
か
、「
東

大
山
の
会
」
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
座
談
会

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。座
談
会
で
は
、Ｔ

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
バ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ

登
頂
を
中
心
に
、
当
時
の
日
本
山
岳
界

や
、
京
都
大
学
な
ど
他
大
学
の
海
外
遠

征
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
時
代
の
中

で
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し

て
き
た
の
か
が
分
か
る
。

大
学
山
岳
部
の
低
迷
が
続
い
て
い
る

今
だ
か
ら
な
お
、
情
熱
的
に
山
を
目
指

す
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
活
動
史
が
眩
し
く
映

っ
た
。�

（
松
原
梓
）

の
人
柄
が
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
親
交

が
あ
っ
た
人
た
ち
か
ら
の
寄
稿
な
ど
を

盛
り
込
み
、
第
一
部
を
五
十
嶋
一
晃
氏

の
論
考
、
第
二
部
を
田
部
重
治
研
究
会

に
よ
る
英
文
学
に
関
す
る
論
考
に
よ
り

構
成
し
て
い
る
。
田
部
と
同
郷
で
あ
り

法
政
大
学
の
後
輩
で
も
あ
る
著
者
は
、

田
部
の
生
涯
に
つ
い
て
忠
実
に
著
す
こ

と
を
使
命
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

ほ
ど
事
実
確
認
を
重
ね
て
、
複
眼
的
な

視
点
で
田
部
の
発
言
や
行
動
、
文
章
を

繙ひ
も
と

き
、
し
っ
か
り
自
分
の
論
理
を
考
察

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
さ
す
が
で
あ
る
。

全
体
的
に
は
、
初
め
て
田
部
の
登
山

や
文
学
に
触
れ
る
人
に
と
っ
て
は
や
や

難
し
い
内
容
と
も
言
え
る
が
、
分
か
り

や
す
い
項
目
立
て
や
田
部
の
著
書
か
ら

の
引
用
と
解
説
は
読
み
手
に
と
っ
て
易

し
い
の
で
、
じ
っ
く
り
付
き
合
っ
て
ほ

し
い
。ま
た
、
略
年
譜
は
、
田
部
の
年
齢
、

主
な
事
柄
、
著
書
に
つ
い
て
、
横
軸
と

縦
軸
が
分
か
り
や
す
く
整
理
さ
れ
て
お

り
、
明
治
、
大
正
、そ
し
て
昭
和
へ
と
移

り
ゆ
く
時
代
を
想
像
し
な
が
ら
日
本
ア

ル
プ
ス
や
秩
父
の
山
々
の
開
拓
を
進
め

て
い
た
田
部
の
登
山
や
自
然
体
な
生
涯

に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

昨
今
の
百
名
山
ブ
ー
ム
の
中
で
、
多

く
の
山
頂
を
極
め
る
登
山
活
動
を
否
定

す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
山
を
思
う
感

性
を
高
め
、
さ
ら
な
る
山
の
親
し
み
方

を
得
る
た
め
に
も
こ
の
一
冊
を
手
に
取

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
若

い
会
員
の
た
め
に
付
け
加
え
る
と
、
田

部
重
治
は「
た
な
べ
じ
ゅ
う
じ
」で
あ
る
。

�

（
大
久
保
春
美
）

（
購
入
は
、太
郎
平
小
屋
公
式
Ｈ
Ｐ
を
検
索
）

酒
匂
秀
介
ほ
か
編

『
ス
キ
ー
山
岳
部
の
歴
史
』

2014年5月
東京大学山の会
Ａ5判142頁

伝
統
あ
る
東
京
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部

（T
okyo U

niversity S
ki A

lpine 
C
lub

、
略
称
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
の
歴
史
を
、

Ｏ
Ｂ
団
体「
東
京
大
学
山
の
会
」の
メ
ン

バ
ー
が
ま
と
め
た
も
の
。
近
代
に
挑
戦

的
登
山
を
目
指
し
た
そ
の
活
動
内
容
は

日
本
山
岳
史
の
一
部
と
も
い
え
る
。

Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
前
身
で
あ
る
東
京
帝

国
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部
は
、
１
９
２
３

年
に
発
足
し
た
。「
ス
キ
ー
山
岳
部
」と

い
う
名
称
は
、
ス
キ
ー
が
日
本
に
導
入

さ
れ
た
当
初
、
雪
山
登
山
と
結
び
付
け

て
考
え
ら
れ
た
た
め
に
付
け
ら
れ
た
も

の
で
、
当
時
は
同
じ
名
称
の
部
も
多
か

っ
た
そ
う
だ
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
部
員
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Climbing&Medicine・64

登山と睡眠薬

村上和子

「夕食後の午後 6時に寝て 4時間後の 0時に起床、
そして頂上アタックへ出発！！」という登山の場面に
は、いかにここで睡眠を上手にとるかが成功へのカ
ギのひとつになるのではないだろうか。
体力が十分残っていれば気にすることもないかも
しれない。しかし高所という条件は甘くはない。
長期登山においても眠ることができないという場
面が続くと、眠れないという恐怖心や不安、ストレ
スが生じ、思うように自分の力を発揮することがで
きないかもしれない。それでは、と前もって病院に
行って医師に睡眠薬を処方してもらってから、山行
に出発すれば良いのでは……と考えるが、ここで大
きな問題が生じる。
睡眠薬は超短時間型、短時間型、中間型、長時間
型に分類される。前述した登山の場面では 4時間で
目を覚ましたいのだから、超短時間を飲めば良いと
思ってしまいがちであるが、そんなに単純な問題で
はない。睡眠薬の副作用には呼吸抑制・筋弛緩作用
があるのだ。高所ではこの呼吸抑制が大きな問題で
ある。それに超短時間型には中途覚醒時の健忘症と
いう困った副作用もあるのだ。これは途中で起こさ

れた場合、その起きていたときの行動を全く覚えて
いないという副作用である。
それでは、登山に安心して服用できる睡眠薬はあ

るのだろうか。それは、睡眠薬そのものではなく抗
アレルギー剤の服用が良いと筆者は考える。近年開
発された眠気の少ない抗アレルギー剤ではなく、眠
気の副作用が強い昔の抗アレルギー剤の利用である。
つまり強い眠気という副作用を利用した飲み方だ。
実際、町の薬局・ドラッグストアーで医師の指示が
なくても購入できる薬では、抗アレルギー剤である
抗ヒスタミン剤が催眠鎮静薬として販売されている。
ただ、個人の薬の感受性は微妙に異なるので必ず試
してから利用したい。
最後に、筆者が高所登山で何を使用したかを参考

に記しておきたいと思う。もちろん眠気の副作用が
強い抗アレルギー剤を選んだが、鼻炎用の点鼻薬を
利用した。これは鼻腔粘膜より直接吸収させるので
即効性があり、かつ外用薬なので全身性副作用が少
ないので選んだのだ。眠るのに時間がかかった、眠
れたが起きたら全身がだるいでは、台無しである。
筆者は薬の感受性が強いので、外用薬が利用できた
という体験談である。
抗アレルギー剤はすべての人に使えるものではな

く、使ってはいけない場合もあるので、薬の選択は
必ず医師に相談していただきたいと思う。
なお、過去のコラムは次の手順でご覧になれます。

ご活用ください。日本山岳会ホームページ→日本山
岳会の活動案内→委員会→医療委員会
http://jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html

会

務

報

告

■
８
月
の
理
事
会
は
夏
休
み
の
た
め
休

会
で
し
た
。

8月8月

1
日　

自
然
保
護
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

2
日　

自
然
保
護
委
員
会　

三
水
会

4
日　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

5
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

6
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

7
日　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

18
日　

総
務
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

19
日　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

20
日　

休
山
会　

青
年
部　

つ
く
も
会

22
日　
「
家
族
登
山
」普
及
委
員
会　

緑

爽
会　

山
の
自
然
学
研
究
会

25
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

26
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員

27
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

28
日　

公
益
法
人
運
営
委
員
会　

01
会

山
遊
会

8
月
来
室
者　

２
７
１
名

会
員
異
動（
8
月
分
）

物
故

尾
崎
徳
郎�

（
４
１
７
０
）14
・
7
・
25

國
分
恒
司
郎（
４
４
０
８
）13
・
5
・
2

若
浦
義
弘�

（
５
２
７
１
）14
・
8
・
5

本
田
卯
太
郎（
５
６
９
８
）14
・
8
・
15

柴
田
初
子�

（
７
６
８
２
）14
・
8
・
5

原
田
直
英�

（
９
０
９
０
）14
・
6
・
9

吉
田
恭
平�（
１
４
４
８
４
）14
・
8
・
26

退
会				






清
水
佐
二
郎　
（
７
９
５
５
） 

岩
手

訂
正�

『
山
』８
月（
８
３
１
）号
10
頁
、Ｊ
Ａ
Ｃ

会
章
に
つ
い
て
「
佐
藤
久
一
朗
さ
ん
の

デ
ザ
イ
ン
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
」

と
書
き
ま
し
た
が
、
関
塚
貞
亨
会
員
か

ら
武
田
久
吉
名
誉
会
員
の
考
案
で
あ
る

と
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。�

芳
野
菊
子
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◆
探
検
家
・
角
幡
唯
介
さ
ん
が
語
る
―

「
探
検
」と「
本
」�
図
書
委
員
会

『
空
白
の
五
マ
イ
ル
』『
雪
男
は
向
こ

う
か
ら
や
っ
て
来
た
』『
ア
グ
ル
ー
カ

の
行
方
』、
そ
し
て
共
著
の『
地
図
の
な

い
場
所
で
眠
り
た
い
』。
若
い
感
性
で
、

次
々
に
新
し
い「
探
検
」の
世
界
を
切
り

開
き
、
読
者
を
魅
了
す
る
角
幡
唯
介
さ

ん
に
、
著
書
に
つ
い
て
、
は
た
ま
た
登

山
や
探
検
の
本
に
つ
い
て
、
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
書
く
と
い
う
行
為
に
つ
い

て
、
思
う
と
こ
ろ
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
さ
て
、
気
に
な
る
次
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
語
っ
て
も
ら
え
る
で
し
ょ

う
か
。

日
時　

１０
月
３
日
㈮
１９
時
～

会
場　

日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室

問
合　

三
好
ま
き
子　
　

０
９
０　
８
０
１
９　
８
６
０
１

344m
m
@
m
be.nifty.com

◆
講
演
会
の
お
知
ら
せ�

緑
爽
会

「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
親
衛
隊
長　

上
州

人
冒
険
家　

矢
島
保
治
郎
」

明
治
時
代
の
終
り
ご
ろ
、
河
口
慧
海

ら
に
次
い
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峠
を
越
え
、

チ
ベ
ッ
ト
に
潜
入
し
、
や
が
て
時
の
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
１３
世
の
親
衛
隊
長
に
ま
で

登
り
詰
め
た
一
代
の
冒
険
家
の
物
語
を

同
じ
郷
土
出
身
の
著
名
な
ア
ル
ピ
ニ
ス

ト
・
八
木
原
圀
明
氏
が
語
り
ま
す
。

日
時　

１０
月
２４
日
㈮
１８
時
〜

講
師　

八
木
原
圀
明
氏
（
群
馬
支
部
）

場
所　

日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室

定
員　

先
着
３０
名

申
込　

松
本
恒
廣

＆

０
３　
３
３
２
６　
２
８
９
２

tom
uraushi910@

yahoo.co.jp

◆
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
山（
障
害
者
支

援
登
山
）情
報
交
換
会
開
催
の
ご
案
内

東
海
支
部
で
は
、
今
回
初
の
試
み
と

し
て
、全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
山（
障
害

者
支
援
登
山
）
情
報
交
換
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

主
旨
：
視
覚
障
害
者
支
援
登
山（
ブ
ラ
イ

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

ン
ド
登
山
）
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、

全
国
に
普
及
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
い
う
思
い
か
ら
、他
支
部
の
方
々
と
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
登
山
以
外
の
各
種
支
援
登

山
も
含
め
情
報
交
換
会
を
行
な
う
。

日
時
：
平
成
２６
年
１１
月
８
日
㈯
・
９
日

㈰　

集
合
時
間
は
８
日
１５
時
を
予
定
。

場
所
：
東
海
支
部
ル
ー
ム
お
よ
び
東
海

地
方
の
山（
猿
投
山
を
予
定
）

内
容
：
１１
月
８
日
㈯
東
海
支
部
ル
ー
ム

に
て
、
情
報
交
換
会
と
懇
親
会　

１１
月

９
日
㈰
バ
ス
で
移
動
、
視
覚
障
害
者
支

援
登
山
を
一
緒
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
。

費
用
：
参
加
者
負
担
分
：
名
古
屋
ま
で

の
往
復
交
通
費
、
宿
泊
費
、
懇
親
会
費

等
は
実
費
負
担
。

支
援
登
山
参
加
費
：
バ
ス
代
込
み
で
２

０
０
０
円

参
加
：
障
害
者
支
援
登
山
に
興
味
の
あ

る
方
は
ど
な
た
で
も
。

問
合
せ
：
東
海
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会　

前
田
隆
久
へ
メ
ー
ル
に
て

m
aedaiq@

gm
ail.com

◆
講
演
会　
　

山
岳
遭
難
は
誰
に
も
起

き
る�

東
京
多
摩
支
部

日
時
：
10
月
27
日
㈪
18
時
30
分

講
師
：
羽
根
田
治
氏

会
場
：
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア

イ
ム
ホ
ー
ル　
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❖
編
集
後
記
❖

◦
追
悼
に
あ
る
よ
う
に
、
村
井
葵
さ
ん

が
7
月
上
旬
に
亡
く
な
っ
た
。
か
つ
て

会
報
編
集
人
も
務
め
た
方
。
私
に
と
っ

て
は
学
生
時
代
に
登
山
の
歓
び
や
山
の

楽
し
み
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
で

も
あ
っ
た
。
亡
く
な
る
間
際
ま
で
、
書

く
こ
と
と
山
へ
の
情
熱
が
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
だ
っ
た
と
聞
い
た
。

�

（
柏
澄
子
）

日本山岳会所蔵資料紹介 No.14
［資産番号］

［資 料 名］
［部 門 名］
［寄 贈 者］

［受 入 日］

フィルム管理番号35mm # 1、
16mm # 1～80（うち欠番 7 巻）
映像資料：35mmおよび16mm映画フィルム
映画フィルム
別宮貞俊、三田幸夫、鈴木正俊、
高橋照、風見武秀、羽田栄治ほか
不明

本会先輩たちの国内・海外登山の記録、および先輩たちがそ
の制作に直接携わった映画フィルムを数多く所蔵している。50
年以上経過しているものが多く、フィルムロールは物理的（フィ
ルムベースの変形と脆弱化、画像および磁気音声記録部分の
くっつき）、化学的（銀または色素画像の変退色、フィルムベー
スの分解、いわゆるビネガーシンドローム）な劣化を起こして、
映写機での映写ができないものもあるが、主要なフィルムは過
去にビデオテープに変換され、また、近年DVDに再変換したも
のもあるので、昔の映画をTVで鑑賞することができる。
主なものを列挙する。数字はフィルム管理番号（カッコ内は
制作年、C：カラー作品、V：テレシネ変換VHS、D：再変換
DVD）。一部フィルムは所在不明ながらVHSとして残っている
ものもある。35mm：1．ナンダコット征服（1936、V D）。以
下16mm：2．マナスルに立つ（1975、C V D）、 5．エベレス
トへの道総集編（1970、C V D）、7．ナンダデヴィ縦走（1976、
C V D）、10．チョモランマ北壁隊（1980、C V D）、13．黒部の
秋（1929、V D）、15．眞川より黒部川・剱沢入り（1931・1933、
V D）、19．新高山遠征（1939）、22．ビッグホワイトピーク初
登頂（1962、C V D）、65．冬のロータン峠 パンジャム・ヒマ
ラヤ（1930、V）、69．ジュガール・ヒマール遠征の記録 東海岳
連（1960）、72．第 1次マナスル登山記録（1953）、73．Epic of 
Everest 1924（1924、V D）。「所蔵映画フィルム一覧」を見たい
会員は下記メールアドレスにご連絡ください。

なお、日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→資料映像委員会へアクセスすると、
「会報ページそのもの」を「拡大およびカラー」で見ることができます。活用ください。また、公開資料に関
する情報・ご意見・ご教示など、次までお寄せください。 jacshiryo102@jac.or.jp（資料映像委員会）

「ナンダコット征服」35mmフィルム

「マナスルに立つ」16mmフィルム

「黒部の秋」16mmフィルム

申
込
：
小
山
義
雄　

arukutam
a@
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